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認

写真上右／花柳芳一さんが大和楽「蘭の会」のメンバーをパックに踊り開幕、（上左）林五和夫兵庫県理事、陳舜臣、
高橋神戸市市民局長らによる挨拶。（下左）司会の玉井孝と村上和子両氏。（下右）小泉編集長と小泉副編集長

鰐禅

今
年
は
桜
前
線
の
幕
開
き
が
早
く
、

４
月
〃
日
に
開
か
れ
た
月
刊
神
戸
っ
子

調
周
年
記
念
の
〃
酒
祭
り
″
は
葉
桜
の

季
節
。
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
の
本

館
地
下
一
階
の
借
楽
の
間
は
、
約
千
人

の
お
客
様
で
満
員
に
な
っ
た
。

司
会
は
、
玉
井
孝
と
村
上
和
子
の
名

コ
ン
ビ
。
花
火
を
ド
カ
ン
ド
カ
ン
と
挙

げ
る
演
出
は
岡
田
美
代
さ
ん
。

お
祝
い
の
言
葉
は
、
兵
庫
県
知
事
代

理
の
林
五
和
夫
兵
庫
県
理
事
と
、
神
戸

市
長
代
理
の
高
橋
良
雄
神
戸
市
市
民
局

長
。最

後
は
久
々
に
ご
来
会
の
陳
舜
臣
先

生
。
「
酒
徒
番
附
の
横
綱
時
代
は
、
何

と
な
く
行
け
な
く
て
、
定
年
で
卒
業
し

ま
し
た
の
で
酒
祭
り
に
来
や
す
く
な
り

ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
ナ
イ
シ
ョ
で
す
が
、

私
た
ち
文
化
人
が
主
催
し
て
お
り
ま
す

関
西
大
賞
の
さ
わ
や
か
賞
を
副
編
集
長

の
小
泉
美
喜
子
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
た
の

で
…
」
。
と
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
。
小
泉

編
集
長
は
「
訓
周
年
に
向
っ
て
、
こ
の

一
年
は
さ
ら
に
い
い
雑
誌
づ
く
り
を
め

ざ
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
兄
妹
揃

鞠
口
月
刊
神
戸
っ
子

朗
周
年
記
念
・
ハ
ー
テ
ィ
ー
開
く

ツ
し
鳳
閏
ち
ゃ
ん
迎
え
て

は
な
や
か
に
あ
で
や
か
に
／

騨
蕊
催
鐸
．

蕊
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第1 9 回プルーメール賞受世者（右より）戎洋子さん、大和三千世さん、中村一夫さん、杉山知子さん、
田中紀子さん。（下中）田崎俊作氏より受徴者への祝盃｡

声

６

EqJ燭帽需

灘蕊鎮

１
６９
１

:Ii蕊蕊 ＝

？!;j；＃
鍛廼鶴

字

鴬

っ
て
花
束
を
受
け
た
。

引
き
続
い
て
本
誌
主
催
「
第
四
回
ブ

ル
ー
メ
ー
ル
賞
」
の
表
彰
式
。

今
年
の
受
賞
者
は
、
田
中
紀
子
（
詩

人
ｌ
文
学
部
門
）
、
戎
洋
子
（
ピ
ア
ニ
ス

ト
ー
音
楽
部
門
）
、
杉
山
知
子
（
造
形

作
家
Ｉ
美
術
部
門
）
、
大
和
三
千
世
主

宰
大
和
楽
「
蘭
の
会
」
（
新
邦
楽
団
Ｉ

舞
台
芸
術
部
門
）
、
中
村
一
夫
（
デ
ザ

イ
ナ
ー
Ｉ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部
門
）
の
四

氏
一
団
体
。
受
賞
者
に
は
、
賞
金
加
万

円
と
彫
刻
家
。
新
谷
誘
紀
氏
制
作
の
ブ

ロ
ン
ズ
像
（
海
の
女
神
像
）
が
贈
ら

れ
、
田
崎
俊
作
田
崎
真
珠
社
長
が
祝
盃
。

ド
ド
ー
ン
と
藤
舎
呂
悦
さ
ん
の
大
太

鼓
が
入
っ
た
と
こ
ろ
で
、
い
よ
い
よ
酒

祭
り
が
ス
タ
ー
ト
。

ま
ず
は
恒
例
の
平
成
二
年
度
神
戸
酒

徒
番
附
の
呼
び
出
し
。
今
年
度
の
横
綱

は
ワ
ー
ル
ド
社
長
の
畑
崎
庚
敏
氏
（
西

・
経
済
人
）
と
洋
画
家
の
石
阪
春
生
氏

（
東
・
文
化
人
）
。
垣
上
に
東
西
の
酒

徒
が
勢
揃
い
し
た
と
こ
ろ
で
両
横
綱
に

よ
る
酒
徒
宣
誓
。
神
戸
の
た
そ
が
れ
文

化
へ
の
ま
す
ま
す
の
貢
献
が
高
ら
か
に

調
い
上
げ
ら
れ
た
。

一
斗
樽
の
鏡
割
り
の
あ
と
は
、
灘
酒

に
よ
る
揃
い
飲
み
。
白
鶴
、
淫
之
鶴
、

大
関
、
金
盃
、
白
鹿
各
銘
柄
が
旨
さ
を

競
う
。
乾
盃
の
音
頭
は
、
西
・
張
出
横

綱
の
下
村
光
治
神
戸
風
月
堂
社
長
。

会
場
に
は
、
弱
の
テ
ー
ブ
ル
。
各
テ

ー
ブ
ル
に
は
、
先
の
五
銘
柄
の
他
、
丹

波
の
小
鼓
、
さ
ら
に
は
招
興
酒
（
田
中

…
§
息

型
毎
凸
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１:Ｉ

鵡鍾

商
店
）
の
一
斗
樽
や
か
め
が
置
か
れ
、

一
方
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
、
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
、
サ
ン
ト
リ
ー
、

マ
ン
ズ
ワ
イ
ン
、
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー

各
社
の
ビ
ー
ル
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
、
ワ
イ

ン
も
飲
み
放
題
。
宿
酔
い
に
効
果
の
あ

る
健
康
茶
「
杜
仲
葉
」
も
人
気
。

メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
は
女
優
の
鳳
蘭
さ

ん
。
ツ
レ
ち
ゃ
ん
フ
ァ
ン
が
舞
台
下
に

ど
っ
と
押
し
寄
せ
る
中
、
華
麗
な
シ
ョ

ー
が
満
場
を
魅
了
し
た
。

お
待
ち
兼
ね
の
酒
亭
対
抗
ビ
ー
ル
早

飲
み
競
争
に
は
猛
者
連
中
が
勢
揃
い
。

余
り
の
速
さ
に
審
査
員
（
ビ
ー
ル
各
支

社
・
店
長
）
も
呆
然
。
続
い
て
は
「
花

の
キ
ス
ゲ
ー
ム
」
。
会
場
内
の
女
性
の

唇
を
幾
つ
奪
う
か
別
を
競
う
ゲ
ー
ム
に

会
場
内
は
大
い
に
湧
く
。
そ
し
て
チ
ャ

リ
テ
ィ
福
引
き
大
会
。
当
選
番
号
が
読

み
上
げ
ら
れ
る
度
に
一
喜
一
憂
の
声
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
サ
ン
バ
。
来
年
の
訓

周
年
へ
向
け
て
、
盛
況
の
裡
に
閉
会
と

な
っ
た
。

八
酒
亭
参
加
グ
ル
ー
プ
名
Ｖ
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
・
サ
ン

ト
ノ
ー
レ
・
森
真
珠
・
小
鼓
・
千
人
代
官
・
ゴ
ー
ル

デ
ン
イ
ー
グ
ル
・
あ
こ
や
亭
・
田
崎
真
珠
・
そ
ご
う

・
ト
ム
キ
ャ
ン
テ
ィ
・
大
丸
・
神
戸
ネ
オ
ト
ロ
ピ
ヵ

ル
協
会
・
北
野
異
人
坂
・
藤
樹
・
杜
仲
葉
・
さ
ん
ち

か
・
神
戸
風
月
堂
・
大
和
楽
蘭
の
会
・
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島

加
誹
・
オ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
・
栄
利
・
三
菱
ポ
ー
ト
ピ

ア
プ
ラ
ザ
・
Ｋ
Ｆ
Ｓ
・
神
戸
二
紀
会
・
圃
居
・
Ｋ
Ｆ

Ｍ
・
舞
子
焼
末
汎
窯
・
武
蔵
野
美
大
Ｏ
Ｂ
・
ル
ミ
ナ

ス
神
戸
（
順
不
同
）

、畦浬

※
な
お
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
福
引
券
の
売
上
げ
収
益
金

は
、
（
社
）
家
庭
獲
謹
促
進
協
会
へ
寄
附
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

御
協
賛
、
御
協
力
の
各
社
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し

ま
す
。

（写真右）皿闘による華麗なショー。（上右）酒徒の勢揃い。（上左）同月堂社長の下村光治氏。乾杯の音頭（下右）東西横綱の石
阪春生、畑崎贋敏両氏の酒徒宜笹。（下左）恒例ビール早飲みゲーム。（左頁）３５の酒亭に分かれて賑やかに酒祭りを楽しむ人々 。
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蕊耀 ビールは､ うまさへ。

鐘●
剃
宇
〃

熊雌入りびん･ f I i 内熟成ピー ﾉ 賂熟成したまみやかさが

サントリー[ モルツ:

アサヒスーバ岩イ堂ス

画適恒禿ｻﾝﾄﾘｰ糠弐蜜鐘飲酒腿"腫唇過ぎてから｡;③､

●価格はふつうのピ室ルと同じで丸●酒顕小売柴における公
自動販売樋による酒顕の販売は午後1 1 時から午前5 時まで停」

●未成年者の飲酒は法律で禁じら
ア

b 正函争規約にJ 呂
止されていま説

ﾘ ｡

れていま爽
賦会計サヒビー』し株式

ビルスナー麦芽1 0 0 ％生ビール 7２

すこし知的に、涼し気な顔をして飲む｡ 今年はそんな夏を。

●明治、大正時代のビール
当時は、貯蔵樽や発酵樽が現在のような金属製タンク

ではなく、木製樽だったため気密性が悪く、せっかく生
成した炭酸ガスが外部に逃げてしまい、ビールに溶け込
まなかったのです。炭酸ガスの還は現在のビールに比べ
て３割以上少なく、やや気の抜けたような味でした。

“鋤i
U1J[服AHIf0R1JY【ｍＨＥ

：櫛＃

鰻

彫･If入りびん･術内熟成どー ｰ ﾉ略熟成したまみやかきが特徴。

アサヒスーJ ﾄ ﾛ ｲ 堂スト
●燭柊“･ つうのビールと同じで夷⑨酒N I I 小売磯における公正蕊争規約【華り、
自動噸売捜【華石酒踊の悠売は午後1 1 時から午n 幅時浪で停止され定いまれ

、未成年者の飲酒は法律で禁じられ；ていま夷
アサヒ巴‐北株式金社

●王冠栓の功績
明治時代のビールの域｢ 】には４c m 位の長いコルク栓が

ついていました。これを引き抜くのは大変困難だったう
えに、よく泡が吹き出して座敷や着物が汚れたそうで
す。そのため、明治の終わり頃になって王冠栓にかわつ
たときには大歓迎をうけました。

ビールは､ うまさへ。
蕊§苧…蓉謹患蕊§；
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サッポロビ再ル株誰会社
●未成年者の飲酒は法律で禁じられていま式

- 劉識j 鐘駕

未成年者の飲酒は法律で禁じられています5 , キリニノ唇ル株式会社

フレッシュ・サマー、フレッシュ・ビールノ
●国民的アルコール飲料“ビール”
ビールが日本に入ってきたのは江戸時代です。以来、

風俗史には必ずといっていいほど顔を見せるのは、“国
民的”な飲み物なのだからでしょう。時代によって噌好
が変わってきてはいますが、やはりその魅力は、あのコ
クのある味なのではないでしょうか。

○
鍬P P O R O

北海道が､いっぱいﾌまつ雄旨ﾙf主

律で禁じられていま魂

●夏の風物詩、ビール
太陽が照り輝く夏の日、よく冷えた一杯のビールは体
だけでなく、心までいやしてくれるものです。また人で
にぎわうお祭りや浜辺にもビールはつきもの。でも、あ
まり飲み過ぎると、太ったり夏バテの原因にもなるので
ご注意を。やはり、おシャレに飲みたいものです。

未賦年宕の飲酒は法律で蕊じられていま･丸本ﾘ ﾆ ﾉぜﾙ株式会社
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ｌ
』

Ｐ

雷、

更

ジ
ナ
ル
な
魅
力
を
教
え
て
く
れ
る
の
に
充
分
す
ぎ
る
発
信
源
に
成
長
し
て
い
る
。

ｌ
そ
し
て
、
更
に
も
う
一
つ
進
化
し
た
魅
力
を
内
包
し
て
誕
生
し
た
の
が
、
今

回
紹
介
す
る
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
で
あ
る
。
今
年
の
４
月
犯
日
に
オ

ー
プ
ン
し
た
こ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
は
、
従
来
の
そ
れ
よ
り
も
、
も
っ
と
自

由
で
こ
の
ゾ
ー
ン
へ
訪
れ
た
者
は
知
的
レ
ベ
ル
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
ス
が
吸
収

で
き
て
し
ま
う
、
同
時
進
行
型
の
全
く
新
し
い
空
気
の
息
づ
く
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
あ
る
。

総
合
店
舗
デ
ザ
イ
ン
を
世
界
的
に
有
名
な
フ
ラ
ン
ス
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
ア
ラ
ン
・

カ
レ
氏
が
担
当
。
氏
は
、
日
本
人
よ
り
も
深
く
こ
の
旧
居
留
地
を
愛
し
、
そ
し
て

神
戸
旧
居
留
地
ｌ
何
と
も
浪
漫
叙
情
豊
か
な
街
の

名
称
で
は
な
い
か
。
と
は
い
え
、
こ
の
浪
漫
の
街
角
も

５
年
程
前
ま
で
は
、
「
い
つ
も
工
事
中
の
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ

ャ
し
た
街
」
と
し
て
人
々
の
足
が
遠
の
い
て
い
た
。

そ
こ
へ
生
命
を
吹
き
込
ん
で
く
れ
た
の
が
「
神
戸
大

丸
」
。
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
、
Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

釦
、
Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
釦
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
、
と
、
ち
ょ
っ
と

粋
な
懐
し
さ
を
含
ん
だ
新
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン

を
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
、
居
留
地
街
の
眠
れ
る
魅
力
を
覚
醒

さ
せ
た
。

こ
れ
ら
は
神
戸
っ
子
達
に
、
忘
れ
て
い
た
「
街
の
散

歩
」
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
、
旧
居
留
地
の
全
く
オ
リ

圧姻

瓦Ｒ１寡坤二八ＩＰＩ再１Ａ典 角〃し Ｐ 鼻

一
一
一
一
コ

垂
Ｐ
一

．
茎
和
琴
』

一
一
一

一
一

:通言一
鰐
蕊
謹

蝿－．.』
頚

蛭
蒋

耀隻『饗
＝ 「

三匡 胃眉唾、壷塗、且蝉霊罵了ロT 口癖群

ヨーロッパ気質と
癖
》
一

触
一
侭
晒
碓
喝
暇
瓜
駒
卿
些

＝

、
匙
、
雪

牌
嘩
三

新しい魅力紹介

曙
百

憲盲＝

陸＝■

～ 、 ★ Ｒﾖ s h i o n W a f c h j n g☆、

唾卿唾卿
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ー 神戸マインドが

／

|編麗最

霞＝

癒憲弱Ｉ ｰ

入
口
は
、
ま
る
で
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
よ
う ＧｌＮｌＵＳＧＡＬＬＥＲＹ

一

:Ｉ ● ｡

旧居留地で再会した
大丸ファッションゾーン
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< 店舗内萄
1 階: ジーニアスカフェ

メソン･ デュ‘ショコラ
エ･ ヴー
エメリック･ メールソン
インタレスト

２階：オトウール･ デュ‘モンド
ステファネル
シマロン
ナラ・カミーチェ
ジャッカロー
マルペリー
ペネトン
コール・ハーン
エーグル
ヘンリー・コットンズ

ジ
ニ
ア
ス
・
ギ
ヤ
ラ
リ
ー

パ
リ
最
高
の
雰
囲
気
を
も
つ
ト
ロ
カ
デ
ロ
地
区
を
再
現
す
る
べ
く
こ
の
Ｇ
・
Ｇ
を
デ
ザ
イ
ン
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
欧
州
人
達
の
言
う
本
当
の
〃
ウ
イ
ン
ド
ウ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
〃
を
神
戸
に
提
案
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
本
当

の
〃
ウ
イ
ン
ド
ウ
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
〃
１
１
時
間
や
目
的
に
追
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
休
日
の
余
裕
あ
る
賛
沢
を
心
か
ら

楽
し
む
為
に
す
る
〃
都
会
の
散
歩
”
ｌ
そ
れ
を
、
提
案
し
て
も
受
け
入
れ
る
入
が
い
葱
く
て
は
話
に
な
ら
な
い
が
、

西
洋
文
化
を
古
く
か
ら
知
っ
て
い
る
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
は
、
そ
の
マ
イ
ン
ド
を
思
い
出
せ
る
人
の
住
む
地
な
の
で
あ
る
。
東
京

で
も
大
阪
で
も
な
い
、
自
分
の
目
を
し
っ
か
り
持
つ
神
戸
。
そ
し
て
親
か
ら
子
へ
そ
の
マ
イ
ン
ド
が
自
然
に
受
け
継
が

れ
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
伝
統
を
持
つ
神
戸
。
そ
ん
な
暖
か
い
伝
統
が
ま
だ
息
づ
く
街
だ
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
テ
イ
ス
ト

の
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
を
必
要
と
す
る
〃
ウ
イ
ン
ド
ゥ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
〃
を
安
心
し
て
提
案
で
き
る
の
だ
。

Ｇ
・
Ｇ
で
、
流
行
に
左
右
さ
れ
な
い
自
分
テ
イ
ス
ト
を
ど
ん
ど
ん
発
見
し
て
ほ
し
い
。
年
を
重
ね
て
も
母
親
と
肩
を

並
べ
て
、
会
話
を
楽
し
み
、
フ
ァ
ッ
シ
雪
ン
談
議
に
花
を
咲
か
せ
Ｉ
そ
ん
葱
文
化
の
心
を
Ｇ
・
Ｇ
で
解
放
し
て
ほ
し

い
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
達
が
愛
し
続
け
て
き
た
本
物
の
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
ア
イ
テ
ム
で
溢
れ
、
西
欧

文
化
の
〃
粋
″
を
我
々
に
教
え
て
く
れ
る
。
明
治
の
昔
、
神
戸
開
港
時
代
の
外
国
人
居
留
地
が
西
洋
の
香
り
を
当
時
の

神
戸
っ
子
に
届
け
て
く
れ
た
よ
う
に
Ｉ
。
（
金
津
）

》
》
ｊ
》
》
０
革
●
＆
》
＆
》
’
心
》
６
》
》
０
菖
凸
》
も
》
Ｊ
》
６
》
》
‐
鴬
０
》
》
’
凸
》
＆
》
も
》
血
琶

ゆっくりと雰囲気を味わってほしい（上）
エッフェル塔をモチーフにしたジーニアス・カフェ（下）

》
》
も
》
ｌ
掌
０
￥
ロ
凸
申
０
望
・
４
達
ｊ
》
》
０
》
》
ｊ
山
》
Ｊ
》
ｌ
》
》
も
》
０
〉
》
ｊ
当
ｊ
》
》
４
申
》
４
￥

１
７５
１
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蕊
｛
Ｆ
；

洋上でのお酒落なひととき

－１

☆
Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
釦
に
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
登
場

最
近
、
赤
丸
急
上
昇
的
人
気
の
居
留
地
界
隈
。
Ｂ

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
釦
は
、
そ
の
中
で
も
安
定
し
た
人
気
を
集

め
て
い
る
が
３
月
９
日
に
新
店
舗
が
デ
ビ
ュ
ー
。

と
伝
統
が
創
り
あ

げ
る
本
物
の
ジ
ェ

ン
ト
ル
マ
ン
・
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
。

次
は
百
貨
店
内

か
ら
路
面
店
へ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

「
フ
エ
ン
デ
イ
」
。

日
本
一
の
品
数
と

広
さ
を
誇
る
こ
の

世
紀
イ
ギ
リ
ス
上
流
社
会
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
。
デ

ザ
イ
ン
・
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
ス
マ
ー
ト
に
見
え
る
事
。

そ
の
為
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
骸
は
折
込
み
の
位
置
を
高

く
し
、
上
着
の
前
は
ア
サ
ガ
オ
の
よ
う
な
カ
ー
ブ
を

描
き
、
確
か
に
美
し
い
シ
ル
エ
ッ
ト
で
あ
る
。
歴
史

店
は
、
大
理
石
の
オ
フ
ホ
ワ
イ
ト
と
黒
い
イ
ン
テ
リ

ア
が
シ
ッ
ク
な
雰
囲
気
。
若
い
人
も
値
段
を
気
に
せ

ず
気
軽
に
ウ
ィ
ン
ド
ウ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
楽
し
め

る
。
も
ち
ろ
ん
毛
皮
、
バ
ッ
グ
、
靴
、
小
物
ま
で
ト

ー
タ
ル
で
揃
う
。

ト
ラ
ッ
ド
な
ム
ー
ド
が
漂
う
「
サ
ド
ラ
リ
ー
」
は

神
戸
で
も
珍
し
い
乗
馬
具
専
門
店
。
店
内
に
は
、
ず

ら
り
と
馬
具
や
ブ
ー
ツ
が
並
ん
で
い
て
、
乗
馬
フ
ァ

ン
な
ら
ず
と
も
見
入
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
蹄
鉄
や

け
ら
れ
る
。
奥
の
深
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
に
、

フ
丁
ン
が
多
い
と
か
。 白と黒のコントラストがシック

女性にとって真珠の魅力は永遠…
１１中い力は i ご下出Ｉれシ
’７央たの更訪パしンたヨ
３１区・虜にれ１ても。ン

) 鵠烏譲紬驚灘
０２通つの性数るにな催
２１て魅達々木演シさ

ま
ず
南
通
り
に

賑
面
し
た
「
ア
ル
ー
ー

テ
ス
」
は
、
パ
リ
本

や
店
の
直
営
で
世
界

じ
２
号
店
。
サ
ン
ロ

同
－
ラ
ン
や
ク
ロ
ー

摩
ド
・
ピ
カ
ソ
と
い

本
っ
た
著
名
人
も
お

”
得
意
様
で
あ
る
こ

ノ

の
ブ
ラ
ン
ド
は
肥

馬
の
形
を
型
ど
っ

馬
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー

乗
も
ユ
ニ
ー
ク
。
ピ

型
ギ
ナ
ー
の
た
め
の

一
乗
馬
ス
ク
ー
ル
も

極
開
催
し
て
お
り
、

か
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

静
ｌ
の
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
レ
ッ
ス
ン
が
受

‐
シ
だ
け
に
、
根
強
い

１
７６
１

鋪
・
熟
騒
令
忠
騨
蒋
鞭
黙
軸

☆
パ
ー
ル
の
魅
力
を
一
番
知
っ
て
る
神
戸
っ
子

真
珠
の
街
、
神
戸
で
は
、
様
々
な
個
性
的
キ
ラ
メ

キ
を
持
つ
パ
ー
ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー
で
溢
れ
て
い
る
。

去
る
４
月
釦
日
Ｉ
理
日
の
３
日
間
、
㈱
木
下
真
珠
の

北
野
坂
オ
ー
ダ
ー
サ
ロ
ン
で
、
春
の
パ
ー
ル
コ
レ
ク

鍵

☆
時
に
は
時
間
の
ゆ
と
り
を
感
じ
て
日
本
文
化
を
．
．
．

春
の
陽
気
も
快
適
な
４
月
記
・
調
日
、
芦
屋
市
山

灘織

か
な
画
風
は
力
強
さ
と
安
定
感
を
観
る
者
に
与
え
て

く
れ
る
。
今
回
は
、
そ
の
平
仮
奈
絵
を
、
能
州
紬
の

着
物
に
鮮
や
か
に
遊
ば
せ
た
作
品
を
数
点
展
示
。
我

々
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
紬
よ
り
も
、
も
っ
と
エ
レ
ガ
ン

ト
で
優
し
い
印
象
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
、
海
草
を

使
用
し
た
草
木
染
で
、
気
品
あ
る
光
沢
を
持
つ
金
沢

独
特
の
能
州
紬
に
、
淑
苑
先
生
の
草
花
を
ア
レ
ン
ジ

し
た
平
仮
奈
絵
が
優
し
く
溶
け
こ
ん
で
い
る
か
ら
だ

ろ
う
。多

彩
な
趣
味
を
楽
し
む
か
ら
、
一
つ
の
一
メ
ー
ジ

に
と
ら
わ
れ
な
い
で
発
想
が
拡
が
る
と
い
う
先
生
の

今
後
の
活
躍
を
期
待
す
る
。

☆
加
古
川
に
素
敵
な
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
登
場
／

灘§

５
月
必
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
美
・
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
・

Ｉ
Ｎ
津
国
（
つ
く
に
）
」
は
、
髪
の
お
し
ゃ
れ
に
敏

感
な
人
に
は
超
オ
ス
ス
メ
の
素
敵
な
お
店
。

高
級
感
あ
ふ
れ
る
エ
レ
ガ
ン
ト
な
店
内
は
、
白
と

茶
色
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

が
魅
力
的
。
「
の
ん
び
り
と
ゆ
っ
た
り
と
ク
ラ
シ
ッ

ク
で
も
聞
い
て
も
ら
い
な
が
ら
、
き
れ
い
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
」
と
店
長
さ
ん
。
ま
た
設
備

も
最
新
説
の
も
の
ば
か
り
を
集
め
て
い
る
か
ら
、
と

っ
て
も
快
適
な
の
も
見
逃
せ
な
い
。

園
加
古
川
市
寺
家
町
血
１
２
ア
イ
ピ
ル
４
Ｆ

雷
０
７
９
４
１
２
５
１
８
５
８
２

☆
ち
ょ
っ
と
耳
よ
り
な
情
報
で
す
▽

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ト
ッ
プ
プ
ラ
ン
ド
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ア
イ
テ
ム
や
今
話
題
の
ペ
ル
シ
ャ
紬
種
等
の
家
具

美
術
工
芸
品
が
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
ラ
イ
ス
で
販
売
さ
れ

ま
す
。

回
６
月
掴
日
９
時
鋤
分
ｌ
旭
時
大
阪
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
「
光
琳
の
間
」
に
て
主
催
サ
ン
モ
ト
ヤ
マ

肩
妬
１
３
６
４
１
５
１
８
３
（
平
日
の
み
）

輪

☆
素
敵
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
出

会
い
・
・
．

今
一
番
注
目
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が

ら
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
も
満
喫
で
き
る
最
高
に

賛
沢
な
シ
ョ
ー
が
、
去
る
４
月
野
日
モ
ー
ド
メ
ィ
ト

ミ
チ
コ
主
催
で
ル
ミ
ナ
ス
船
上
で
開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
帯
を
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
し
た
華
や
か
な
作

品
が
釦
数
点
揃
い
、
又
、
滝
え
り
子
さ
ん
と
山
田
格

氏
の
歌
と
ピ
ア
ノ
、
フ
ル
コ
ー
ス
の
食
事
に
参
加
し

た
約
伽
名
は
、
大
満
魁
で
あ
っ
た
。

国
東
灘
区
本
山
北
町
５
１
旧
Ｉ
Ⅷ
廿
咽
１
８
０
５
１

霞
認
手
町
の
神
吉
邸
に
て

の
平
可
奈
絵
家
元
松
井

空
淑
苑
先
生
の
個
展
が

医
開
催
さ
れ
た
。

る
こ
の
平
仮
奈
絵
と

垂
は
、
ひ
ら
が
な
を
書

と
く
よ
う
に
、
一
気
に

狗
筆
を
動
か
し
て
描
く

を
絵
で
先
生
が
最
初
に

蓋
始
め
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お酒落のための特典いろいろ。
1枚のカー勅､ら。
セリザワカード』 :§蕊§

一ら型鐸ユ

L囲慰Ⅱ

』

Ｌ
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'９０
SＵＭＭ

：
蝿E 理

COLLECTl0N

▼

ＳｅｎｚａＷａ
ＫＯＢＥ

１戸市中央区三宮町3 - 1 - 8 T E L O 7 8 - 3 3 1 - 1 6 9 5
・レディス・

プラザ店･センター街店･さんちか店･ P - 4 ショップ
・メンズ●

メンズセリザワ
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新館4 階
ロイヤルサロンドウ

B ＥＰＰＥＳＥＡＤＡＣＩＮＩ

R A T o I m r
些今ト皿一＝ロ

T ＡＮｌＮＯＣＲｌＳＣｌ

Ｇ, z z〃

Ｉ屋Ｉ
一年のうちで半年もの間､ 楽園を旅するひとがいま式
バﾘ島に3か月､ ｶ ﾌ ﾟ ﾘ島にｌか月、
そL ズ残り2 か月はﾊ ﾜ ｲ やｶ ﾘ ﾌ ｵ ﾙ ﾆ ヱ
ｱ ﾌ ﾘ ｶ ､ 西ｲ ﾝ ド諸島､ といった具合に。
ﾄ ﾛ ビｶ ﾙ な世界で､ ただびたすら焼けつく太陽を、
咲き誇る花麦を､ 色あさやかな鳥たちを求めるという。
そのひとの名は､ ベッベ･ スパダチーニ。
彼のｼ ｮ ｯ ﾌ ﾟ 瀧くそごう神戸店〉
蛾ロイヤルサロン膨" にデビューしました。
トロピカルをテーマにした魅惑のコレクション浪
楽剛に憧れるあなたを待ちうけていま式

、ンドバッグ
左)69,000円
右)33.000円

イタリアから楽園の風。
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ハイカラ神戸専門店物語
シリーズⅡ

商品は語る
Ｐａｒｔ７

ヱヌターニュートン
<舶来I W I プテインク〉

いいものだけにこだわる
エスターニュートンの服

昭和７年開店という歴史
をもつ神戸ファッションの
パイオニア的存在がエスタ
ーニュートン。ファッショ
ンの流れがオートクチュー
ルの時代から高級プレタポ
ルテの時代へと変わってい
くのと同じように、エスタ
ーニュートンでもスイスの
エンゾー・ゴーグリアを中
心とする高級プレタを一早
く取り入れた。
素材をいかした生地の感

触のよさ、縫製、型くずれ
しない仕立てのよさが、着
ごこちのよさにつながり、
いつまでも着られる服とし
て人気が高いという。
エスターニュートンは、

今後もそんな神戸らしい特
徴のある商品展開を続けて
いくことだろうｃ

ＫＯＢＥＥＸＣＲ７, 7 . ＲＩＶＴＳＨＯＰ

☆舶来品ブティック

ヱコターニュートニノ
神戸市中央区北長狭通3 丁目1 2 - 1 4 金3 3 1 - 1 8 1 8

★本格派の人々に愛される

ヨヨフォカ
神戸市中央区三富町3丁同1 - 9 竃3 3 1 - 5 ] ９０

☆選りすぐった一点を…。

SaI〕Ｃｈｅ
神戸市中央区元､ r 通2 丁月5 - 7 金3 3 1 - 4 7 0 7

☆婦人帽子

、、eムラ＜､、薄く、
マキシン

神戸市中央区北長狭通2 丁目6 - 1 3 念3 3 1 - 6 7 1 1

☆よろず御撰衣縫上哩

神戸ラノヤリノ
神戸市中央区三宮町3 丁目1 - 6 垂3 3 1 - 2 1 6 8

★伝わる真どころ最高の風格

③柴田音吉洋服店
神戸市中央区元町通4 丁目2 - 2 2 金3 4 1 - 0 6 9 3

☆欧風家具･ 設計･ 創作

永Ｈ１良介商店
神戸市中央区三富町3丁目1-4金391 - 3 7 3 7～９

※このシ
供によ

リーズは上記の専門店の提
るものです。
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刊
神
戸
っ
子
創
刊
３
５
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号
記
念

Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
附
の
旧
国
鉄
湊
川
貨
物

駅
跡
地
に
誕
碓
す
る
の
が
神
戸
ハ
ー
バ

ー
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
神
戸
駅

周
辺
に
新
し
い
都
市
拠
点
を
建
設
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
⑩
都
心
西
部
の
都
市

機
能
の
整
備
と
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
の
再

生
②
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
再
開
発

別
世
紀
を
め
ざ
す
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

活
力
あ
る
神
戸
を
創
るて設タ総ヤタ産タ高一Ｉ情応報ざてりかな

いがｉ合｜｜業１度つク報す化し２１いがしど
る計な教セ、振、情とのネる社た世る進た環

驚賓鮮蝿蛎麗 ｡ 鯛らづを

を
め
ざ
し
て
い
る
。

そ
の
基
本
テ
ー
マ
は
、
「
海
に
つ
な
が

る
文
化
都
心
の
創
造
」
。

総
合
的
な
土
地
利
用
に
よ
り
業
務
・

商
業
・
文
化
・
情
報
・
福
祉
・
教
育
・

住
宅
な
ど
多
様
な
施
設
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
緑
地
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